
「廃棄物を除去する海上清掃船」 

 

１０月２１日付当地 Nation紙は、国際協力推進協会(ＡＰＩＣ)の「太平洋・カ

リブ記者招待計画」により訪日した同紙エバンソン記者の海洋ごみ問題に関す

る記事を掲載しているところ、概要以下のとおり。 

 

１ ペットボトル、ジュースの容器、ビニール袋、そしてあらゆる形の木の枝が、

１０分足らずで港の一角から釣り上げる。これは、バルバドスの海洋清掃の話で

はない。鹿児島県の錦江湾でも、バルバドス同様に海洋ごみの課題に直面してい

る。 

 

２ この共通課題に関し、バルバドスでは、市民ダイバーやボランティアが手作

業で海洋ごみを除去しているが、錦江湾では、清掃船「きんこう」が危険な作業

を軽々とこなしている。「きんこう」は三代目の清掃船で、総トン数（容積）９

トン、全長５メートル弱、航行速度９ノットの船である。航行しながら海洋ごみ

をかき集め、船内の籠に送り込み、海洋ごみが溜まった籠はクレーンで陸揚げさ

れる。 

 

３ 昨日、（ＡＰＩＣで招聘された）カリブ海及び太平洋地域のジャーナリスト

たちは、「きんこう」に乗り込んだ。船長は、海洋ごみのありかを知っているか

のように、桜島からの噴煙がたなびく湾内の灯台を抜けていった。竿網を持った

甲板長が、海洋ごみを鉄籠に入れる準備をしていた。廃棄物量は季節により異な

り、台風シーズンに増加するそうだ。収集される廃棄物は、藻類、火山からの浮

石、木の枝、ペットボトルなど様々だという。また、廃棄物は満ち潮の時間帯に

湾に流入するという。 

 

４ 「きんこう」によって、人力では回収不可能な木材廃材や時には家電ごみが

海上清掃船で回収されることもあることから、不法投棄の懸念が生じているよ

うだ。合法的に廃棄すると費用が発生するため、不法投棄をする不心得者がいる

ようだ。不法投棄の現場を取り押さえることは難しいが、「不心得者」を捕らえ

ることにより、警告を発する必要があるという。 

 

５ また、海上及び陸上で回収された廃棄物は、過去６年間で１１５トンから２

０７トンに達し、海上清掃による回収廃棄物はこのうちの６４％から７７％を

占めるという。 
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